
第15回
減下町水沢に春を巻げる ′

子
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「くくり雛まつり」は水沢地方伝統の

優雅なくくり雛の継承と普及を

はかる事を目的とする催事です
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◆
城
下
町
水
沢
に
春
を
つ
げ
る

く
く
り
雛

ま
つ
り

く
く
り
雛
は

「
押
し
絵
」
の
技
法
で
作

ら
れ
た
雛
人
形
の
こ
と
で
、
水
沢
地
方
独

特
の
呼
び
名
で
す
。
厚
紙
の
部
品
の
上
に

綿
を
の
せ
、
布
で
包
み
組
み
合
わ
せ
て
押

し
絵
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
水
沢
地
方
で

は
、
綿
を
布
で
包
む
こ
と
を

「
く
く
る
」

と
言
う
こ
と
か
ら

「
く
く
り
雛
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
く
く
り
雛
の
起
源
は
、
江

戸
中
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
後
水
沢
の

画
人
、
砂
金
竹
香
が
婦
女
子
の
教
育
の
た

め
に
広
め
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
盛
ん

に
作
ら
れ
ま
し
た
。
内
裏
雛
や
三
人
官
女
、

五
人
囃
子
の
ほ
か
、
歌
舞
伎
や
お
と
ぎ
話

な
ど
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
く
く
り
雛

の
背
面
に
は
、
竹
な
ど
の
串
が
つ
け
ら
れ

木
製
の
台
に
こ
の
串
を
さ
し
、
ひ
な
壇
に

飾
り
ま
す
。

場

時

所/みずさわ観光物産センター

2階催事場

間/午前10時～12時

小学生は大人同伴のこと。

事前申込が必要で九

定員各 [10名 ]TEL 0197-22-7800

期  日 制 作 雛 材料費

2月 27日 (土 ) 干支 猿 500円

2月 28日 (日 ) つるし飾り 500円

3月 1日 Ok) つるし飾り 500円

3月 2日 Oκ ) お内裏様 1,000円




